
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※ 専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 東京愛犬専門学校 

設置者名 学校法人 東京愛犬学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配置

困難 

愛犬美容専門課程 
愛犬総合学科 

グルーマーコース 
昼 1788時間 

80×2＝ 
160 時間  

愛犬美容専門課程 

愛犬総合学科 

ドッグトレーナー
コース 

昼 1806時間 
80×2＝ 
160 時間  

動物看護専門課程 動物看護学科 昼 2709時間 
80×3＝ 
240 時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.aiken.ac.jp/disclosure 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校法

人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いるこ

と。 
 

学校名 東京愛犬専門学校 

設置者名 学校法人 東京愛犬学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.aiken.ac.jp/disclosure 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 獣医師 
2023.4.1～ 
2026.3.31 

外部からの視点に 

よる学校への助言 

非常勤 プロハンドラー 
2023.4.1～ 
2026.3.31 

教育に関する専門的な 
知見 

非常勤 プロハンドラー 
2023.4.1～ 
2026.3.31 

教育に関する専門的な 
知見 

非常勤 犬訓練士 
2023.4.1～ 
2026.3.31 

教育に関する専門的な 
知見 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 東京愛犬専門学校 

設置者名 学校法人 東京愛犬学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１.授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その他

の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表していること。 

 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

【作成について】 

授業科目については毎年、教務会議で科目責任者、担任教員が中心となり、講義内容について検

討・検証を行い授業内容を作成している。 

シラバス関しては、科目名、必要時間数、担当教員名、目的と主な内容、到達目標レベル、講義

概要、授業計画、試験と評価方法、使用テキストの各内容を網羅した学内統一様式にて作成を行

っている。 

 

【時期について】 

各学年の科目責任者・担任教員が、2 月下旬から 3 月上旬に作成し、校長・教頭の承認を得て、

4 月以降に下記方法にて公表している。  

 

授業計画書の公表方法 https://www.aiken.ac.jp/disclosure 

２.学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学修成果を

厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は履修を認定していること。 

 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 
 

・学修成果の評価 

 成績評価は学科試験を実施する教科については、その点数により評価する。実技試験の 

評価については、平常成績、試験成績を総合したものにより評価する。 

 

・評価方法 

 成績は 100 点法によるものとし、Ｓ（90 点以上）、Ａ（80 点以上 90 点未満）、 

Ｂ（70 点以上 80 点未満）、Ｃ（60 点以上 70 点未満）、Ｄ（60 点未満）とし 

Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃを合格、Ｄを不合格とする。 

なお試験の成績が 60 点未満の場合は不合格とし 60 点に達するまで追試験及び補講を受ける。 

 

・出席状況 

 卒業までの欠席日数が 30 日を超えないこと。 

 生徒が疾病その他やむ得ない事由によって 30 日以上休学する場合は、その事由を記載 

 した書類及び診断書を提出して、校長の許可を受けなければならない。 

 



  

３.成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、成績の

分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 

 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組みの概要） 

 
成績評価は学科試験を実施する教科については、その点数により評価する。 

実技試験の評価については、平常成績、試験成績を総合したものにより評価する。 

成績の評価はS、A、B、Cを合格、Dを不合格とし、合格した場合には所定の単位が与えられ

る。成績の表示は次のとおりである。 
 
① 試験成績の評価は下表の評点区分により、Ｓ～Ｄで表しＣ以上を合格とする。  
 

判定 合格 不合格 

評価 

評点 100～90 点 89点～80点 79点～70点 69点～60点 59 点以下 

評語 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 
② 試験の成績が60点未満の場合は不合格とし、60点に達するまで追試験及び補講を受ける。 

③ 追試験、再追試試験、補講等で合格した科目の評価は60点とする。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.aiken.ac.jp/disclosure 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施していること。 

 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要）   
理事長及び校長は、学年末において認定基準に該当するものについて、卒業認定会議に諮り当該

学年の終了を認定する。 
 

① 欠席日数が 30 日を超えていないこと。 

② 不合格科目がないこと。 

③ 学費が納められていること。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.aiken.ac.jp/disclosure 

 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４－

①を用いること。 

学校名 東京愛犬専門学校 

設置者名 学校法人 東京愛犬学園 

 

１．財務諸表等 

財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.aiken.ac.jp/disclosure 

収支計算書又は損益計算書 https://www.aiken.ac.jp/disclosure 

財産目録 https://www.aiken.ac.jp/disclosure 

事業報告書 https://www.aiken.ac.jp/disclosure 

監事による監査報告（書） https://www.aiken.ac.jp/disclosure 

 

２．教育活動に係る情報 
 
①学科等の情報 

【1】 
 

 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化･教養 愛犬美容専門課程 
愛犬総合学科 

ｸﾞﾙｰﾏｰｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 

総授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 
1700 

単位時間／単位 

765  

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1050   

単位時間/

単位 

単位時間/

単位 

単位時間/ 

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

144人 106人 0人 20人 16人 36人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 
 
（概要） 
 
様式第２号の３【（３）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 
 
（概要） 
 
【様式第２号の３より再掲】  

様式第２号の３【（３）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

 



  

卒業・進級の認定基準 
 
（概要） 
 
【様式第２号の３より再掲】  

様式第２号の３【（３）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 
 

学修支援等 
 
（概要） 

担任制により学修遅れのないよう、常時個々の成績を把握し、支援が必要な学生へは面談

及び個別指導。無断欠席防止のため授業に遅れ連絡の場合は電話するなどこまめな指導を

行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 66人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

57人 

（  86.4％） 

9人 

（  13.6％） 
 
（主な就職、業界等） 
 
主な就職先 

(株)DOG＆CAT JOKER、(株)ペットのコジマ、(株)西武ペットケア、DOG STATION、

(株)AHB、(有)ペットショップCoo＆RIKU、PUPU動物病院 市川、グッディ動物病院、 

ひなた動物病院、動物病院フロンティア 等 

 
（就職指導内容） 
  

1年次より接遇マナー講座、業界説明会を実施。2年次では就職活動ルール、エントリーから内

定までの流れ、報告書の記入、電話のかけ方等を指導。ペットショップ、ペットサロン、 

動物病院等、数10社を招き学内にて企業説明会を実施。希望者が内定するまで親身に指導。 

 
（主な学修成果（資格・検定等）） 
 

JKC公認資格 トリマーB級・C級、ハンドラーC級、訓練士補 

日本愛玩動物協会公認資格 愛玩動物飼養管理士Ⅰ級・Ⅱ級 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

 

 



  

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  122人 7人  5.7％ 

（中途退学の主な理由） 
 
進路変更、学習意欲の低下、体調不良 など 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
 
新入生オリエンテーションによる指導。担任面談による指導等 

 

 

 

 

 

 

【2】 
 

 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化･教養 愛犬美容専門課程 
愛犬総合学科 

ﾄﾞｯｸﾞﾄﾚｰﾅｰｺｰｽ 
〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 

総授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 
1700 

単位時間／単位 

765  

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

1050   

単位時間/

単位 

単位時間/

単位 

 単位時間/

単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

72人 42人 0人 20人 16人 36人 

 
 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 
 
（概要） 
 
様式第２号の３【（３）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 
 
（概要） 
 
【様式第２号の３より再掲】  

様式第２号の３【（３）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 
 
（概要） 
 
【様式第２号の３より再掲】  

様式第２号の３【（３）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 
 



  

学修支援等 
 
（概要） 
 
担任制により学修遅れのないよう、常時個々の成績を把握し、支援が必要な学生へは面談

及び個別指導。無断欠席防止のため授業に遅れ連絡の場合は電話するなどこまめな指導を

行う。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 13人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

10人 

（  76.9％） 

3人 

（  23.1％） 
 
（主な就職、業界等） 
 
主な就職先 

(株)ペットのコジマ、(株)住宅環境整備 ANIMO DOG SALON 、 

(有)ワンラブ イーアス高尾店、TRIMMING＆HOTEL D.O.G、立川プラスワン動物病院 等 

 

 
（就職指導内容） 
  

1年次より接遇マナー講座、業界説明会を実施。2年次では就職活動ルール、エントリーから内

定までの流れ、報告書の記入、電話のかけ方等を指導。ペットショップ、ペットサロン、 

動物病院等、数10社を招き学内にて企業説明会を実施。希望者が内定するまで親身に指導。 

 
（主な学修成果（資格・検定等）） 
 
JKC公認資格 トリマーB級・C級、ハンドラーC級、訓練士補 

日本愛玩動物協会公認資格 愛玩動物飼養管理士Ⅰ級・Ⅱ級 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  38人 2人  5.3％ 

（中途退学の主な理由） 
 
進路変更、体調不良 など 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
 
新入生オリエンテーションによる指導。担任面談による指導等 

 

 

 

 



  

【3】 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化･教養 動物看護専門課程 動物看護学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3年 昼 
2600 

単位時間／単位 

943  

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

875   

単位時間/

単位 

単位時間/

単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 83人 0人 20人 16人 36人 

 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 
 

（概要） 
 

様式第２号の３【（３）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１．を参照 

成績評価の基準・方法 
 

（概要） 
 

【様式第２号の３より再掲】  

様式第２号の３【（３）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３．を参照 

卒業・進級の認定基準 
 

（概要） 
 

【様式第２号の３より再掲】  

様式第２号の３【（３）厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４．を参照 

学修支援等 
 

（概要） 
 

担任制により学修遅れのないよう、常時個々の成績を把握し、支援が必要な学生へは面談

及び個別指導。無断欠席防止のため授業に遅れ連絡の場合は電話するなどこまめな指導を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 0人 

（ 0％） 

0人 

（ 0％） 

0人 

（ 0％） 

0人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

アニマル・ウェルネスセンター、エルマー動物病院、小滝橋動物病院、小手指ペットクリ   

ニック、こもれび動物病院、彩の森動物病院、なないろ動物病院、にじいろアニマルクリ

ニック、わせだ動物病院 等 

（就職指導内容） 

 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

（備考）（任意記載事項）  

2023年度より新設の為、卒業生はおりませんが、2022年度まで設置していた 2年制動物  

看護学科の卒業生の就職先を記載しました。 

 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  67人 9人  13.4％ 

（中途退学の主な理由） 

 
進路変更、体調不良、学修意欲の低下 など 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

新入生オリエンテーションによる指導。担任面談による指導等 

 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

愛犬総合学科 

ｸﾞﾙｰﾏｰｺｰｽ 

昼間部(2 年制) 

200,000円 440,000円 640,000円 実験実習費・施設維持費 

愛犬総合学科 

ﾄﾞｯｸﾞﾄﾚｰﾅｰｺｰｽ 

昼間部(2 年制) 

200,000円 440,000円 640,000円 実験実習費・施設維持費 

動物看護学科 

昼間部 

(3 年制) 
200,000円 480,000円 692,000円 実験実習費・施設維持費 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.aiken.ac.jp/disclosure 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学内の自己評価委員会で作成した自己評価書をもとに、業界関連企業、卒業生によって構成さ

れた学校関係評価委員会において、自己評価の内容や結果を踏まえ次年度以降の改善に取り組

んでいく。 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

動物病院院長 2021.4.1～2026.3.31 業界関連企業 

会社役員 2021.4.1～2026.3.31 業界関連企業 

会社役員 2021.4.1～2026.3.31 業界関連企業 

ペットサロンオーナー 2021.4.1～2026.3.31 卒業生 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.aiken.ac.jp/disclosure 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 



  

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.aiken.ac.jp 

 

 
備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 

 


